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 この夏、さらに注目！

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」と
は

錦
江
湾
と
桜
島
の
成
り
立
ち
と
恵
み

桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
エ
リ
ア

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、「
地
球
・
大
地（
ジ

オ
）」と「
公
園（
パ
ー
ク
）」を
組
み
合
わ
せ
た

言
葉
で
、
地
球
を
学
び
、
丸
ご
と
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

　
「
桜
島・錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
」は
、
２
０

１
３
年
９
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
、
今
年
２
月
に
本
市
全
域
、
姶
良
市
、
垂

水
市
に
エ
リ
ア
が
広
が
り
ま
し
た
。

　今年２月に認定エリアが拡大し、ますます
魅力的になった桜島・錦江湾ジオパーク。ジ
オパークの特徴や、夏のお出掛けにもぴった
りなスポットなどを紹介します。
【世界遺産・ジオパーク推進課

☎216-1313D216-1320】

錦
江
湾
奥
部
の
成
り
立
ち
と
恵
み

　
約
２
万
９
千
年
前
に
、
現
在
の
錦
江
湾

奥
部
で
巨
大
噴
火
が
起
こ
り
、
地
下
の
マ

グ
マ
が
噴
出
さ
れ
て
空
洞
に
な
っ
た
た

め
、
地
面
が
陥
没
し
て「
姶
良
カ
ル
デ
ラ
」

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
海
水
が
入
り
込

み
、
錦
江
湾
の
奥
部
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
巨
大
噴
火
の

と
き
に
噴
出
さ
れ
た
火
砕
流
堆
積
物
が

固
ま
っ
て
で
き
た
溶
結
凝
灰
岩
が
数
多

く
あ
り
、
昔
か
ら
こ
の
岩
石
を
石
材
と
し

て
石
垣
や
石
橋
に
使
う
な
ど
、〝
石
の
文

化
〞が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

桜
島
の
成
り
立
ち
と
恵
み

　
約
２
万
６
千
年
前
に
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
南
端
で

起
き
た
噴
火
で
ま
ず
は
北
岳
が
で
き
、
今
か
ら
５
千

年
前
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。
次
第
に
火
口
の
位
置
が

ず
れ
て
南
岳
が
で
き
、
約
４
５
０
０
年
前
か
ら
現
在

ま
で
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
桜
島
と
波
静
か
な
錦
江
湾
の
織
り
な
す
美
し
く
雄

大
な
景
観
は
国
内
外
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
ま
た
、
温

泉
が
暮
ら
し
に
身
近
な
存
在
と
し
て
溶
け
込
ん
で
い

る
な
ど
、
世
界
的
に
珍
し
い「
活
火
山
と
の
共
生
」が

実
現
し
て
い
ま
す
。

姶良市 モマール 鹿児島市 タロック 垂水市 ルミティ

1779年の安永噴火でできた新島

野生のイルカが見られる
錦江湾

多様な生き物が暮らす
重富海岸の干潟

1914年の大正噴火で１日のうちに
２mも埋もれた黒神埋没鳥居

石の文化を代表する石橋記念公園
に移設された西田橋

桜島の風土で育つ桜島大根や桜島
小みかん

大正溶岩と昭和溶岩、その上の植生
の違いが見られる有村溶岩展望所

シラスが原料のブロックを使用して
いる市電の軌道敷緑化の基盤

姶良カルデラから噴き出たシラス
の崖が見られるまさかり海岸

赤枠…拡大前のエリア
青枠…拡大後のエリア

溶結凝灰岩に彫られた清泉寺の磨
ま
崖
がい
仏群

北岳

桜島の断面図

南岳

姶良市

垂
水
市

鹿
児
島
市

鹿児島市


